
第 2 回 ｢産科医療補償制度 再発防止委員会｣

日 時 : 平成 2 2 年 9 月 2 7 日 (月 )

1 6 : 0 0 ^) 1 8 : 0 0

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

ー 開 会

2 . 議 事

1 ) 第 1 回再発防止委員会の主な意見について

2 ) 数量的 ･ 疫学的な分析について

3 ) そ の他

3 . 閉 会

! 資料 1 報告書の概要 (案) (第 1 回再発防止委員会資料)
l 資料 2 再発防止分析対象事例の現況 集計表一覧 (案)
! 資料 3 再発防止分析対象事例の現況 (案)
l 資料 4 再発防止報告書の参考 と な る データ 一覧
! 資料 5 再発防止報告書の参考 と な る デー タ



1 ) 第 1 回再発防止委員会の主な意見について

( 1 ) 再発防止の考え方について

○脳′圏麻痺発症の原因が不明な場合もあ り 、 必ずしも原因が特定でき る と は限 らない。

予防が不可能な事例についても ｢再発防止｣ を行 う こ と に違和感がある。

○医療過誤と なる よ う な事例 と再発防止できない事例があ る こ と を前提に した議論を

行い、 防ぐこ と ができ る も のを防ぐ と い う 考え方でよいのではないか。

( 2 ) 提供する情報について

○科学白赫園拠を再発防止委員会で示すこ と は!難しいが、 どの よ う なこ と が起っている

かを伝えてい く こ と " こ意味があるのではないか。

○誰が見ても明 らかに問題と なるケース減積極的に警鐘を鳴ら し、 一方で、 現在の医

学知識では明 らかにできず、 更に科学的根拠を必要とする事例に対しては慎重に情

報甥闇共する 、 と分けて考える こ と が重要である。

○報告書は毎年出すべきである。

○ ｢産科事例情報 (仮称) ｣ の名称を ｢警鐘的事例集｣ 等、 イ ンパク ト のある タイ トル

にすべきである。

( 3 ) 再発防止に関する｣情報の分析について

○本制度で収集するデ一列期尚′圏廉痺発症事例であるが、 因果関係を明 らかにするた

めには、 対照 (コ ン ト ロール) と なるデータが必、要ではないか。

○分析にあたっては、 対照 ( コ ン ト ロール) がないのもやむを得ない。 再発防止委員

会で行 う 分析は、 限界を踏ま えてやら ざる を得ないのではないか。

○ 日本産婦人科医会や 日本産科婦人科学会もデータ を持っている 。 学術抽勺な研究のた

めに協力が得られるのではないか。

○再発防止委員会の中 る こ研瓶班を作 り 、機構が研究助成を行 う 仕組みを作れないのか。

○本制度を創設する過程において、 ｢研究｣ を行 う こ と は前提と していないため、 それ

を行 う のであれば、 樣難系者の合意が必要ではないか。

○まずは、 データ を蓄積してい く 作業が大切であ り 、 データ の蓄積には費用がかかる

ものである 。

○再発防止委員会では、 科学的分析をは じめ と して多く の取 り 組みが求め られている

と思 う が、 まずは、 事務局ででき る こ と等を明確にする必要がある のではないか。

○分娩機関や学会等だけでな く 、 国に対して も提言を行 う べきである 。 例刻ま、 厚生

労働科℃学研究の研究テーマ と して挙げても ら う な どの働きかけを厚生労働省にすべ

きではないか。



( 4 ) 情報提供 した内容の評価およびその方法について

0 3 ~ 5年先には、 提言した こ と が ど う 実際の殴蘂現場に反映されたかを評価し、 フ

イ ー ドバ ツ ク してい く 必要がある 。

○提供した情報が医療過誤の減少に繋がっているかを確認したほ う が良い。

( 5 ) 分娩機関等における報告書等の活用について

○原因分析委員会で ｢標準か ら逸脱している ｣ と評価された事例や発生頻度の高い事

例については、 積極的に情報を雑言すべきである。

○ 日本産婦人科医会は分娩を行っている医療機関のほぼ 100%をカバー している 。 再

発防止委員会 と も連携して全ての産科医に確実に情報提供でき る仕組みにすべき

である 。

○教育の場にも この瀞報を発信してほ しい。

( 6 ) その他

○原因分析報告書には個人情報は記載されておらず、 また、 開示請求があれば開示で

き るので、 公開の審議の際に使用 しても問題ないのではないか。
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2 ) 数量的 ･ 疫学的な分析について

( 1 ) 掲載する集計表について

分娩機関および分析対象事例の現況について、 数量的 ･ 疫学的な分析を行 う 。

報告書の概要 係) (前回資料)

再発防止分析対象事例の現況 集計表一覧 鱒

再発防止分析対象車例の現況 策)

( 2 ) 参考と なるデータの活用について

0 集計するデ‐刻ま、 本制度で補徹対象と なった脳↑塑麻痺発症事例のデ‐夕である 。

再発防止に関する分析にあたっては、 対照 (コ ン ト ロ ール) のデータ を取るべきで

あるが、 すぐに行 う こ と は難し く 、 妊産婦および分娩に関する診療権報等、 対照 ( コ

ン ト ロール) に準じたデータ を参考にするな ど、 対照 ( コ ン ト ロール) がなし 濤場合

の分析の考え方についての議論を踏まえ、 以下の と お り 対応する 。

○ 集計するデータ の一部については、 参考値と して活用でき るデータの候補と して、

人口動態統計、 国民健康 ･ 栄養調査、 医療施設調査な どの統計資料があ り 、 これら

を参考値と して活用する こ と とする 。

團国 酵済防止報告書の参考と なるデータ-覧
團圏 酵済防止報告書の参考と なるデータ

○ 集計するデータの う ち参考と なるデータがない項 目 の集計結果も臨調珀働こ有用で

あるため、 こ の よ う なデータがな く て も集計表を公法そ してい く 。

○ 上記の他に 日本産科婦人科学会の周産製期登録事業で分娩に関する情報を収集し、

結果を取 り ま と め、 学会誌を通 じて公法されている。 こ のデー刻ま、 周産期医療を

実施している医療機関から収集されているため、 本制度が対象と している分娩機関

と母集団が異なる 。 再発防止に関する分析を取 り ま と め る にあた り 、 この結果を参

考と なるデータ と して活用する場合、 その活用可能性について検討が必要である 。
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資料 1 -
第 1 回再発防止委員会 資料

報告書の概要 (案)

I . 数量的 . 疫学的な分析 今回の審議事項
こ こでは、 分娩機関および分析対象事例の現況について、 以下の内容に関する数量

的 ･ 疫学的な分析を行 う 。

1 ) 分析対象車例の状況

( 1 ) 分娩時の状況

分娩時間 、 分娩曜 日 、 別の件数な ど

( 2 ) 妊産婦の属性

出産時の妊産婦の年齢区分、 女致賑時 ･ 非妊娠時の体重およびBM I 、 既往分娩回

数、 合併症の有無、 妊産婦の喫煙の有無、 別の件数な ど

( 3 ) 今回の妊娠の経過に関する 内容

健康診断の受診回数、 臍帯の状態、 別の件数な ど

( 4 ) 分娩の経過に関する 内容

分娩場所、 分娩進行中の異常 (子宮破裂、 臍帯脱出等) 、 児娩出時の胎位、 娩出方

法、 別の件数な ど

( 5 ) 新生児の状態

出産時の女穢辰週数、 出生体重、 発育状態、 アブガース コア 、 臍帯動脈瞳Lガス値、

蘇生方法、 新生児跳た送の有無、 新生児診断、 別の件数な ど

2 ) 施設の状況

分娩機関の設備 (救急医療機関の有無、 周産期母子医療センターの有無、 院内助産

所の有無な ど) 、 分娩機関の医療安全体制、 別の件数な ど

ロ . テーマに沿った分析 次回の審議事項

こ こ では、 個々 の事例についてテーマに沿った分析を行 う 。

【テーマ選定の視点】

胎児心拍数モニタ リ ング、 分娩 ･ 陣痛促進剤の使用、 急速遂娩、 新生児蘇生な どの

診療行為および分娩機関における設備や診療体制、 わが国における産科医療体制等に

ついて、 ①一般性 ･ 普遍性、 ②発生頻度、 ③妊産婦 ･ 児への影響、 ④防止可能性、 ⑤

教訓性、 の観点からテーマを選定する。



資料 2 l

再発防止分析対象事例の現況 集計表一覧 (案)

毛 再発防止分析対象事例の内容

1 ) 分娩の状況

表 1 - 1 - 1 曜 日別分娩件数

表 1 - 1 - 2 出生時間別件数

表 1 - 1 - 3 分娩週数別件数

表 1 - 1 - 4 分娩場所

2 ) 妊産婦に関する基本情報

表 1 - 2 … 1 出産時における妊産婦の年齢

表 1 - 2 - 2 妊産婦の身長

表 1 - 2 - 3 妊産婦の体重

表 1 - 2 - 4 妊産婦の BM I

表 1 - 2 - 5 妊娠中の体重の増減

表 1 - 2 - 6 妊産婦の飲酒および喫煙の有無

表 1 - 2 - 7 妊産婦の既往

表 1 - 2 - 8 既往分娩回数

表 1 - 2 - 9 経鞄童婦における既往帝王切開術の回数

3 ) 今回の女朝辰経過

表 1 - 3 - 1 不妊治療の有無

表 1 - 3 - 2 妊婦健診受診状況

表 1 - 3 - 3 産科合併症正

表 1 - 3 - 4 胎児数

表 1 - 3 - 5 胎盤位置

表 1 - 3 - 6 羊水量異常

4 ) 分女梵経過

表 1 - 4 - 1 児娩出時の胎位

表 1 - 4 - 2 児娩出経路

表 1 - 4 - 3 和痛 ･ 無痛分娩の実施の有無

表 1 - 4 - 4 経自室分娩における分娩所要時間 (全分娩時間および分娩第 1 期)

表 1 - 4 - 5 経腟分娩における分娩所要時間 (分娩第 2 期)

表 1 - 4 - 6 経醐室分娩および帝王切開における分娩所要時間 (破水から児娩出まで)

表 1 - 4 - 7 分娩進行中の異常

表 1 - 4 - 8 子宮破裂事例における子宮手術の既往の有無

表 1 - 4 - 9 臍帯脱出 ･ 下垂事例における 関連因子

表 1 - 4 - 1 0 分娩誘発 ･ 促進の処置の有無

表 1 - 4 - 1 1 分娩誘発 ･ 促進の処置の方法

表 1 - 4 - 1 2 人工額瑚莫実施時の子宮 口 の状態

表 1 - 4 - 1 3 人工被膜実施時の先進部の高 さ



表 1 ー 4 - 1 4

表 1 - 4 - 1 5

表 1 - 4 - 1 6

表 1 ー 4 - 1 7

表 1 - 4 - 1 8

表 1 ー 4 - 1 9

表 1 - 4 - 2 0

表 1 - 4 - 2 1

表 1 ー 4 - 2 2

表 1 - 4 - 2 3

表 1 - 4 - 2 4

5 ) 新生児の経過

表 1 ー 5 - 1

表 1 - 5 - 2

表 1 ー 5 ー 3

表 1 - 5 - 4

表 1 - 5 - 5

表 1 - 5 - 6

表 1 - 5 - 7

表 1 - 5 - 8

表 1 - 5 - 9

急速遂娩決定か ら児娩出までの時間

ク リ ステ レル胎児圧出法の実施の有無

帝王切開決定から児娩出までの時間

吸引分娩および鉗子分娩の回数

急速遂娩の有無および適応

胎児′ 己拍数異常の有無

胎児心拍数モニタ リ ングの有無

基線異常

基滌潴細変動

胎児心拍数一過性徐脈の有無

サイナソイ ダルパターンの有無

出生体重

出生時の発育状態

新生児の小甥リ

アプガース コア

臍帯動脈誼Lの p H

臍帯巻絡の有無 と その回数

新生児に実施 した蘇生法

新生児搬送の有無

新生児診断

2 . 再発防止分析対象事例における診療体制

表 2 - 1 - 1 病院における診療体制

表 2 - 1 - 2 病院および診療所における院内助産 (所) の有無

表 2 - 1 - 3 診療所および助産所における産科オープンシステム登録の有無

表 2 - 1 - 4 年間分娩f勾篝期 -J再発防止分析対象事例の件数

表 2 - 1 - 5 分娩機関の医療安全体制

表 2 - 1 - 6 分娩に関わる 医療従事者の常勤職員数 (医師)

表 2 - 1 - 7 分娩に関わる医療従事者の常勤職員数 (助産師 ･ 看護師)

表 2 - 1 - 8 事例に関わった医療従事者の経験年数

3 . 再発防止分析対象事例の概況

表 3 - 1 - 1 分娩機関区分別再発防止分析対象事例数

表 3 - 1 - 2 地扼鰯=再発防止分析対象事例数

4 . 参考

表 4 ー 1 - 1

表 4 - 1 - 2

産科医療補償制度加入分娩機関数および登録児数の現況

地域別産科医療補償制度加入分娩機関数および登録児数

‐ 2 ‐



資料 3 "

再発防止分析対象事例の現況 (案)

1 . 再発防止分析対象事例の内容

1 ) 分娩の状況

表 1 - 1 - 1 曜 日 別分娩件数

曜 日 件数 日 曜 ･ 祝 日 (再掲)

月 曜 日

火曜 日

水曜 日

木曜 日

金曜 日

土曜 日

日 曜 日

合計

表 1 ー 1 - 2 出生時間別件数

時間帯 件数 %

0~ 1 時台

2~3 時台

4~5 時台

6~7 時台

8~9 時台

1 0~ 1 1 時台

1 2~ 1 3 時台

1 4~ 1 5 時台

1 6~ 1 7 時台

1 8~ 1 9 時台

20~2 1 時台

22~23 時台

時間帯不明

合計
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表 1 ー 1 ー 3 分娩週数別件数

分娩週数 件数 %

満 28~29 週

満 30~ 3 1 週

満 3 2 週

満 3 3 週

満 34 週

満 35 週

満 36 週

満 3 7 週

満 38 週

満 39 週

満 40 週

満 4 1 週

満 42 週

満 43 週以上

合計

注) 妊娠満 3 7 週以降満 42 週未満の分娩が正期産であ る 。

表 1 - 1 - 4 分娩場所

分娩場所 件数 %

当該分娩機関

自 宅 ( 出張分娩)

自 宅 ( 出張分娩以外)

救急車内

そ の他

合計
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2 ) 妊産婦に関す る基本情報

表 1 - 2 - 1 出産時にお け る妊産婦の年齢

妊産婦の年齢 件数 %

20 歳未満

2 0~24 歳

2 5~ 29 歳

3 0~34 歳

35~39 歳

40~44 歳

45~49 歳

5 0 歳以上

合計

表 1 - 2 - 2 妊産婦の身長

身長 件数 %

1 40 cm 未満

1 40 cm 以上~ 1 5 0 cm 未満

1 5 0 cm 以上~ 1 60 cm 未満

1 60 cm 以上~ 1 70 cm 未満

1 70 cm 以上~ 1 80 cm 未満

1 80 cm 以上

合計

表 1 - 2 - 3 妊産婦の体重

体重 ＼邊E睫趨娠遜三 分娩時
非妊娠時 分娩時

件数 % 件数 %

40kg 未満

40kg 以上~50kg 未満

50kg 以上~60kg 未満

60kg 以上~ 7 0kg 未満

7 0kg 以上~8 0kg 未満

8 0kg 以上~9okg 未満

9okg 以上

不明

合計
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表 1 - 2 - 4 妊産婦の BM I 注)

＼＼＼＼~~翅趨娠遮そ分娩時B M I

非妊娠時 分娩時

件数 % 件数 %

やせ 1 8 . 5 未満

正常 1 8 . 5 以上~2 5 . 0 未満

肥満 I 度 2 5 . 0 以上~ 30 . 0 未満

肥満 亞 度 30 . 0 以上~35 . 0 未満

肥満m度 35 . 0 以上~40 . 0 未満

肥満N度 40 . 0 以上

不明

合計

注) B M I (Bo dy Mas s I n d e x : 肥満指数) =身長 (m ) ÷ 体重 (kg ) 2

出典 : WHO BMI c 1 a s s i f i c a t 1 on . The I n t ernat 1 o na 1 C 1 a s s 1 f 1 ca t 1 on o f adu 1 t undorwe l ght ,

o v erwe 1 gh t and ob e s 1 t y a o o ord 1 ng t o BM I

表 1 - 2 - 5 妊娠中 の体重の増減

体重の増減 件数 %

- 1 okg 超

- 1 okg~ - 5 kg 未満

- 5 kg~ 土 o kg 未満

士 o kg~ 十 5 kg 未満

+ 5 kg~十 1 o kg 未満

十 1 o k g~十 1 5 kg 未満

十 1 5 kg~十2 0 k g 未満

十20 kg 以上

不明

合計

注) 体格区分別 妊娠全期間 を通 しての推奨体重増加量は 、 低体重 (やせ : BMI 1 8 . 5 未満) の場

合、 9~ 1 2kg 、 ふつ う (BMI 1 8 . 5 以上 2 5 . 0 未満) の場合、 7~ 1 2k g 、 肥 満 (BMI 2 5 . 0 以上 )

の場合、 個別対応 と さ れてい る 。

出典 : 厚生労働省 妊産婦のた め の食生活指針 平成 1 8 年 2 月
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表 1 ー 2 ー 6 妊産婦の飲酒お よび喫煙の有無

有無 ＼＼~繁逕超喫煙の別
喫煙 飲酒

件数 % 件数 %

な し

あ り

非妊娠時のみ
-

妊娠時のみ

非妊娠時 と 妊娠時両方
･

いずれか不明

非妊娠時のみ

妊娠時のみ

非妊娠時 と 妊娠時両方

いずれか不明

不明

合計

表 1 ー 2 ー 7 妊産婦の既往

【重複回答あ り 】 対象数=

既往 件数

既往な し

高血圧

糖尿病

甲状腺疾患

心疾患

脳血管疾患

自 己免疫疾患

精神疾患

婦人科疾患

表 1 - 2 - 8 既往分娩回数

回数 件数 %

0 回

1 回

2 回

3 回

4 回

5 回以上

合計
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表 1 - 2 - 9 経産婦にお け る 既往帝王切開術の回数

回数 件数 %

0 回

1 回

2 回

3 回以上

合計

3 ) 今回の妊娠経過

表 1 - 3 - 1 不妊治療の有無

不妊治療 件数 %

な し

あ り

合計

表 1 ー 3 ー 2 妊婦健診受診状況

受診状況 件数 %

定期的に受診

受診回数に不足あ り

未受診

不明

合計

注) 妊婦健診の実施時期については、 次に示す時期が望ま しい と されている 。

妊娠 初 期 か ら 妊娠 2 3 週 (第 6 月 末 ) ま で : 4 週 間 に 1 回

妊 娠 2 4 週 (第 7 月 ) か ら 妊 娠 3 5 週 ( 第 9 月 末 ) ま で : 2 週 間 に 1 回

妊娠 3 6 週 (第 1 0 月 ) 以 降 分 娩 ま で : 1 週 間 に 1 回

出 典 : ｢ 母性 ･ 乳 幼 児 に 対す る 健康診 査 及 び保健指 導 の 実施 に つ い て ｣ 平 成 8 年

1 1 月 2 0 日 児 発 第 9 3 4 号 厚 生省 児 童家庭 局 長 通 知 , ｢ 妊 婦健康診 査 の 実施 に つ い

て ｣ 平 成 2 1 年 2 月 2 7 日 雇 児 母発 第 0 2 2 7 0 0 1 号 厚 生 労働省 雇 用 均 等 ･ 児 童 家庭局

母子保健課長通 知

表 1 ー 3 ー 3 産科合併症

【重複回答あ り 】 対象数=

産科合併症 件数

切迫早産

類管無力症

妊娠高血圧症候群

妊娠糖尿病



表 1 ー 3 - 4 胎児数

胎児数 件数 %

単胎

双胎

品胎

それ以外

合計

表 1 - 3 - 5 胎盤位置

胎盤位置 件数 %

正常

前置胎盤

低置胎盤

不明

合計

表 1 - 3 - 6 羊水量異常

羊水量異常 件数 %

羊水過多

羊水過少

異常な し

不明

合計

4 ) 分娩経過

表 1 - 4 - 1 児娩出時の胎位

胎位 ＼迪選経路
経自室分娩 帝王切開注)

件数 % 件数 %

頭位

骨盤翹立

横位

不明

合計

注) 経自室分娩か ら帝王切開になっ た事例を含む。



表 1 - 4 - 2 児娩出経路

児娩出経路 件数 %

経醐室分娩

帝王切開

予定帝王切開
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ‘ - - - - - - - - - - - - - -

緊急帝王切開

予定帝王切開

緊急帝王切開

合計

表 1 ー 4 ー 3 和痛 ･ 無痛分娩の実施の有無

和痛 ･ 無痛分娩 件数 %

実施な し

実施あ り

合計

表 1 - 4 - 4 経自室分娩におけ る分娩所要時間 (全分娩時間および分娩第 1 期)

所要時間＼＼~:逆期間
全分娩時間注 1 ) 分娩第 1 期注 2 )

初産 経産 初産 経産

件数 % 件数 % 件数 % 件数 %

3 時間未満

3 時間以上~6 時間未満

6 時間以上~9 時間未満

9 時間以上~12 時間未満

1 2 時間以上~1 5 時間未満

1 5 時間以上~1 8 時間未満

1 8 時間以上~2 1 時間末ご満

2 1 時間以上~24 時間未満

24 時間以上~27 時間未満

27 時間以上~30 時間未満

30 時間以上

不明

合計

注 1 ) 陣痛が 1 0 分間隔にな っ てか ら胎盤娩出までの時間であ り 、 一般的に初産婦は 1 2~ 1 5 時間 、

経産婦は 5 ~ 8 時間 と いわれている 。

注 2 ) 陣痛が 1 0 分間隔にな っ てか ら子宮 □ が完全に開 く (子宮 口全開大) ま での期間の こ と であ り 、

一般的に初産婦は 1 0~ 1 2 時間 、 経産婦は 4 ~ 6 時間 と いわれている。

出典 : 荒木勤 . 最新産科学正常編 , 改定第 22 版, 東京, 文光堂, 20 1 0 , 2 3 7‐245p .
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表 1 - 4 - 5 経醐室分娩におけ る分娩所要時間 (分娩第 2 期)

所要時間 ＼＼＼＼＼分娩期間
分娩第 2 期注 1 )

初産 経産

件数 % 件数 %

30 分未満

30 分以上~1 時間未満

1 時間以上~1 時間 30 分未満

1 時間 30 分以上~2 時間未満

2 時間以上~2 時間 30 分未満

2 時間 30 分以上~3 時間未満

3 時間以上

不明

合計

注 1 ) 子宮 口 が完全に開いてか ら 、 児が娩出する までの期間の こ と であ り 、 ‐一般的には初産婦は 2 ~

3 時間、 経産婦は 1 ~ 1 . 5 時間 と いわれている 。

出典 : 荒木動. 最新産科学正常編. 改定第 22 版, 東京, 文光堂, 20 1 0 , 2 3 7‐24 5p .

表 1 - 4 - 6 経腟分娩お よび帝王切開 におけ る分娩所要時間 (葡助kか ら児娩出ま

で)

所要時間 ＼＼~逸遊娩期間
破水か ら児娩出ま で

初産 経産

件数 % 件数 %

3 時間未満

3 時間以上~6 時間未満

6 時間以上~9 時間未満

9 時間以上~ 12 時間未満

1 2 時間以上~1 5 時間未満

1 5 時間以上~ 18 時間未満

1 8 時間以上~2 1 時間未満

2 1 時間以上~24 時間未満

24 時間以上~27 時間未満

27 時間以上~30 時間未満

30 時間以上

不明

合計
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表 1 - 4 - 7 乙

【重複回答あ り 】 対象数二

分娩進行中の異常 あ り

常位胎盤早期剥離

子宮破裂

臍帯脱出 ･ 下垂

微弱陣痛

羊水混濁

子宮内感染

肩甲難産肩甲難産

分娩進行中の異常

表 1 - 4 - 8 子宮破裂事例における子宮手術の既往の有無

子宮手術の既往の有無 件数 %

既往な し

帝王切開の既往あ り

その他の子宮手術の既往あ り

帝王切開 と その他の子宮手術の既往あ り

合計

表 1 - 4 - 9

【重複回答あ り 】

関連因子 件数

人工被膜

メ ト ロ イ リ ーゼ法注 1 )

経産婦

陣痛誘発 ･ 促進剤注 2 ) 投与

骨盤位

横位

羊水過多

臍帯脱出 下垂事例における 関連因子

対象数=

注 1 ) 陣痛誘発 と 子宮 口 の関火を促す方法の一つであ る 。 ゴムでで き た風船の よ う な も の を膨 ら ま さ

ない状態で子宮 ロ か ら 中に入れ、 その後生理食塩水を注入 して子宮の中で膨 ら ませ、 それに よ っ

て子宮 口 を刺激して開大を促進する 。

注 2 ) こ こ で扱 う 陣痛誘発 ･ 促進剤 と は 、 オキシ ト シン 、 P G F 2 α 、 P G E 2 であ る 。

- 1 0 -



表 1 - 4 - 1 0 分娩誘発 ･ 促進の処置注) の有無

分娩誘発 ･ 促進の処置 件数 %

誘発 ･ 促進な し

誘発 ･ 促進あ り

合計

注) こ こで扱 う 分娩誘発 ･ f足進の処置は、 メ ト ロ イ リ ーゼ法の実施、 子宮頚管拡張器の挿入、 人工破

膜の実施、 分娩誘発 ･ 促進のための薬剤投与を行った も のであ る 。

表 1 ー 4 一 1 1 分娩誘発 ･ 促進の処置注 1 ) の方法

【重複回答あ り 】 対象数=

分娩誘発 ･ 促進の処置の方法 件数

メ ト ロ イ リ ーゼ法注 2 )

子宮頚管拡張器注 3 )

人工被膜

薬剤の投与

オキシ ト シンの投与
-

P G F 2 α の投与
･

P G E 2 の投与

オキシ ト シンの投与

P G F 2 α の投与

P G E 2 の投与

その他

注 1 ) こ こ で扱 う 分娩誘発 ･ 促進の処置は、 メ ト ロ イ リ ーゼ法の実施、 子宮頚管拡張器の挿入、 人工

破膜の実施、 分娩誘発 促進のための薬剤投与を行った も のであ る 。

注 2 ) 陣痛誘発 と 子宮 口 の開大を促す方法の一つであ る 。 ゴムででき た風船のよ う な も の を膨 ら ま さ

ない状態で子宮 ロ か ら 中に入れ、 その後生理食塩水を注入 して子宮の中で膨らませ、 それに よ っ

て子宮 □ を東蛾激 して開大を促進する 。

注 3 ) 陣痛誘発 と 子宮 ロ の関大を促すために使用する も ので、 ラ ミ ナ リ ア桿、 ラ ミ セル、 ダイ ラバン

S な どが あ る 。

表 1 - 4 - 1 2 人工石糊莫実施時の子宮 口 の状態

子宮 ロ の状態 件数 %

0~2 c m台

3~6 c m台

7~9 c m台

全開大

不明

合計

‐ 1 1 ‐



表 1 - 4 - 1 3 人工被膜実施時の先進部の高 さ

S T 件数 %

~- 3

ー 2 ~- 1

± 0 ~ 十 1

+ 2 ~ 十 3

+ 4 ~

不明

合計

表 1 - 4 - 1 4 急速遂娩湿 決定か ら児娩出までの時間

≧"間
10 分ト

未満 分上分満m以20未 分上分満幻以鱒未 分上分満30以鱒未 分上分満鱒以即未 分上分満即以60未
6O 分

以上
合計

【再掲】

ク リ ス テ レ

ル胎児

圧出法併用

吸引分娩

鉗子分娩

帝王切開

吸引分娩→鉗子分娩

吸引分娩→帝王切開

吸引分娩→鉗子分娩→帝

王切開

鉗子分娩一帝王切開

合計

注) こ こで扱 う 急速遂娩 と は、 吸引分娩、 鉗子分娩、 緊急帝王切開を実施 した も のであ る 。

表 1 - 4 - 1 5 ク リ ステ レル胎児圧出法の実施の有無

ク リ ステ レル胎児

圧出法の実施
件数 %

な し

あ り

合計
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表 1 - 4 - 1 6 帝王切開決定か ら児娩出までの時間

所要時間 件数 %

10 分未満

1 0 分以上~20 分未満

20 分以上~30 分未満

30 分以上~40 分未満

40 分以上~50 分未満

50 分以上~60 分未満

60 分以上

合計

表 1 - 4 - 1 7 吸引分娩お よび鉗子分娩の回数

回数
吸引分娩 鉗子分娩

件数 % 件数 %

実施な し

1 回

2 回

3 回

4 回

5 回

6 回以上

不明

合計

表 1 - 4 - 1 8 急速遂娩湿 の有無お よび適応

急速遂娩の有無お よび適応 件数 %

な し

あ り

【 胎児機能不全

適 蕎 - - - - - - - - - - - - - - - -- --- - -分娩遷延

応 第 一 - - - - - - - - - - - -… ‐… - - - - - - -その他
り - ‐ ‐ - - - - - - - - - - - - - - - - ‐ ‐ ‐ - - - - - - - - 一

一 不明

胎児機能不全

分娩遷延

その他

不明

合計

注) こ こ で扱 う 急速遂娩 と は 、 吸引分娩、 鉗子分娩、 緊急帝王切開を実施 した も のであ る 。
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表 1 - 4 - 1 9 胎児心拍数異常の有無

胎児心拍数異常 件数 %

な し

あ り

言説緑不良

不明 (記載も cTG も ない も の)

合計

表 1 ー 4 一 2 0 胎児心拍数モニタ リ ングの有無

モニタ リ ングの有無
分娩中注)

(件数)

分娩直前

(件数)

な し

あ り

合計

注) 分娩開始する前に緊急帝王切開に至っ た事例も含む。 緊急帝王切開に至った事例については、 田

床まで分娩監視装置によ るモニ タ リ ングを行っていた事例であ る 。

表 1 - 4 一 2 1 基線異常

対象数=

基線異常 件数 %

異常あ り

穎 頻脈注 1 )
暴 …-----……---- ･

登 徐脈注 1 )

頻脈注 1 )

徐脈注 1 )

記録不良

異常な し注 2 )

合計

注 1 ) 提出 された全ての胎児心拍モニ タ リ ングの う ち児娩出までに判定 し得る全ての所見であ る。

注 2 ) 全てのモニ タ ーで基線異常がない事例であ る 。
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表 1 - 4 - 2 2 基線細変動

対象数=

基線細変動 件数 %

異常あ り

【 減少注 “
覆 …………{………………… -
饗 消失注 “
あ - - - - ‐ - - - - - - - - - - - - - - - 一 - - - - - - - - - - - - - 】 ｣ -
り

一 増加注 1 )

減少注 “

重複回答あり】 消失注 “

増加注 1 )

記録不良

異常な し注 2 )

合計

注 1 ) 提出 された全ての胎児心拍モニタ リ ングの う ち児娩出までに判定し得る全ての所見であ る 。

注 2 ) 全てのモニ タ ーで基線細変動が正常な事例である 。

表 1 - 4 - 2 3 胎児心拍数一過性徐脈の有無

対象数=

一過性徐嗣m＼ 程度
あ り (件)

【重複回答あ り 】

; 軽度 i 高度 ! 程度不明
! (件) ; (件) I (件)

な し

(件)

不明

(件)

【重複回答あ り 】

軽度 i 高度 ! 程度不明
(件) ; (件) I (件)

高度

(件)

変動一過性徐脈截

遅発性一過性徐脈鞘

遷延一過性徐脈濁

注) 提出 された全ての胎児心拍モニタ リ ングの う ち児娩出までに判定し得る全ての所見であ る 。

表 1 - 4 - 2 4 サイ ナ ソ イ ダルパターンの有無

対象数=

サイ ナ ソ イ ダルパタ ー ン 件数 %

な し

あ り

合計
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5 ) 新生児の経過

表 1 ー 5 ー 1 出生体重

体重 (g) 件数 %

1 , 500 未満

1 , 5 0 0 以上~2 , 000 未満

2 , 0 00 以上~2 , 500 未満

2 , 5 00 以上~3 , 000 未満

3 , 000 以上~3 , 5 00 未満

3 , 500 以上~4, 0 0 0 未満

4, 0 0 0 以上

合計

表 1 - 5 - 2 出生時の発育状態

発育状態 件数 %

L 1 ght for dat e s (LFD) 注 1 )

Appropr 1 at e for dat e s (AFD)

Heavy for da t e s (曲D) 注 2 )

合計

注 1 ) L 1 gh む for da t e s (LFD) は、 在胎週数剔出生体重基準値の l o パーセ ン タ イ ル未満の児を示す。

注 2 ) Heavy for dat e s (IFD) は、 在胎週数別出生体重基準値の 90 バーセ ンタ イ ルを超える児を示す。

表 1 - 5 - 3 新生児の性別

性別 件数 %

男児

女児

不明

合計
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表 1 - 5 - 4 アプガース コ ア注)

＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼時間アプガース コ ア

1 分後 5 分後

件数 % 件数 %

○ ,点

L点

2 点

3 点

4 ,点

5 点

6 点

7 点

8点

9 点

1 0 点

不明

合計

注) アプガース コ ア と は 、 分娩直後の新生児状態を①心拍数、 ②泣き声の強 さ 、 ③手足の動 き の活発

さ 、 ④反応の良 さ 、 ⑤皮膚の色の 5 項 目 で評価する方法であ る 。

表 1 ー 5 - 5 臍帯動脈血の p H

p H 件数 %

7 . 4 以上

7 . 3 台

7 . 2 台

7 . 1 台

7 . 0 台

69 台

6 . 8 台

6 . 7 台

6 . 7 未満

不明

合計
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表 1 - 5 - 6 臍帯巻絡の有無 と その回数

臍帯巻絡の有無 と その回数 件数 %

臍帯巻絡な し

臍帯巻絡あ り

1 回

2 回

3 回以上

1 回

2 回

3 回以上

不明

合計

表 1 - 5 - 7 新生児に実施 した蘇生法

【重複回答あ り 】 対象数=

蘇生法 件数

酸素投与注)

人工呼吸

気管挿管

胸骨圧迫

ア ド レナ リ ン投与

上記の蘇生法の実施な し

注) 酸素投与の件数は、 診療録等の記録に基づ く 件数であ る 。

表 1 - 5 ー 8 新生児搬送の有無

新生児搬送 件数 %

な し

あ り

合計

表 1 - 5 - 9 新生児診断

【重複回答あ り 】 対象数=

新生児診断 件数

低酸素性虚血小潮勘庄

胎便吸引症候群

頭蓋内出血

脳浮腫

頭蓋骨骨折

帽状腱膜下血腫

注) 新生児診断は、 原因分析の段階で判断されている も の について集計 した件数である 。
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2 . 再発防止分析対象事例にお ける診療体制

表 2 ー 1 ー 1 病院における診療体制

診療体制 件数

救急医療機関

な し

あ り

初期

二次

三次

初期

二次

三次

合計

周産期指定

な し

あ り

総合周産期母子医療センタ ー

地域周産期母子医療セ ンター

総合周産期母子医療センタ ー

地域周産期母子医療セ ンター

合計

表 2 ー 1 ー 2 病院およ び診療所におけ る 院内助産 (所) の有無

院内助産 (所) の有無 あ り な し 合計

病院

診療所

合計

表 2 - 1 - 3 診療所お よび助産所における産科オープンシステム注) 登録の有無

産科オープンシステム

登録の有無
あ り な し 合計

診療所

助産所

合計

注) 産科オープンシステムにはセ ミ オープンシステムを含む。

オープンシステム と は、 妊婦健診は診療所で行い、 分娩は診療所の医師 自 身が連携病院に赴いて行

う 妻場合であ り 、 セ ミ オープンシステム と は 、 妊婦健診をた と えば 9 ヶ 月 位ま で診療所で診療所の医

師が行い、 その後は提携病院へ患者を送る場合であ る 。

出典 : 平成 1 6 年度 厚生労働科学研究費補助金 健康安全確保総合研究分野医療技術評価総合研究

｢産科領域におけ る安全対策に関する研究 (主任研究者 " 中林正雄) ｣



表 2 - 1 - 4 年間分娩件数別再発防止分析対象事例の件数

年間分娩件溌数＼逸遊機関区分
病院

(件数)

診療所

(件数)

助産所

(件数)

合計

(件数)

l o 件未満

1 0 件以上~20 件未満

20 件以上~40 件未満

40 件以上~60 件未満

60 件以上~80 件未満

80 件以上~1 00 件未満

1 00 件以上~1 50 件未満

1 50 件以上~200 件未満

200 件以上~300 件未満

300 件以上~400 件未満

400 件以上~500 件未満

500 件以上~600 件未満

600 件以上~700 件未満

700 件以上~800 件未満

800 件以上~900 件未満

900 件以上~1000 件未満

1 000 件以上

合計

表 2 - 1 - 5 分娩機関の医療安全体制

医療安全体制
病院

(件数)

診療所

(件数)

助産所

(件数)
合計

医療に係る安全管理のための指針の整備

医療に係る安全管理のための委員会の開催

医療に係 る安全管理のための職員研修の実施

医療機関内におけ る事故報告等の医療に係る安全の確保を

目 的 と した改善のための方策

専任の安全管理者の配置

その他

- 20 -



表 2 - 1 - 6 分娩に関わる 医療従事者の常勤職員数 (医師) 注)

対象数=

＼＼藪迩種常勤蠣誕費

産婦人科医

(施設)

小児科医

(施設)

麻酔科医

(施設)

0 人

1 人

2 人

3 人

4 人

5 人

6 ~1 0 人

1 1 ~ 1 5 人

1 6~20 人

2 1~25 人

26~30 人

30 人以上

合計

注) 分娩機関において、 分娩に関わ る こ と ができ る医師の数である 。

表 2 - 1 - 7 分娩に関わる 医療従事者の常勤職員数 (助産師 ･ 看護師) 注)

＼＼＼＼が涎常勤職員》

助産師

(施設)

看護師

(施設)

0 人

1 ~ 5 人

6 ~ 1 0 人

1 1~ 1 5 人

1 6~20 人

2 1~25 人

26~30 人

30 人以上

合計

注) 分娩機関において、 分娩に関わ る こ と ができ る助産師お よび看護師の数であ る 。

‐ 2 1 -



表 2 ー 1 - 8 事例に関わっ た医療従事者の経験年数

＼＼＼~＼“邁礎経験年数

産婦人科医

(人)

小児科医

(人)

麻酔科医

(人)

助産師

(人)

看護師

(人)

0 年

1 年

2 年

3 年

4 年

5 年

6 年

7 年

8 年

9 年

10 年

1 1 年~20 年

2 1 年~30 年

3 1 年以上

合計

‐ 22 -



3 . 再発防止分析対象事例の概況

表 3 ー 1 ー 1 分娩機関区分別再発防止分析対象事例数

分妙勧機関区分 件数

病院

診療所

助産所

合計

表 3 - 1 ー 2 地域別再発防止分析対象事例数

地域 件数

北海道

東北

関東甲信越

東海北陸

近畿

中国四国

九州沖縄

合計

‐ 23 -



4 . 参考

表 4 ー 1 ー 1 産科医療補償制度加入分娩機関数注 1 ) お よ び登録児数注 2 ) の現況

区分
登録数

分娩機関 児

病院

診療所

助産所

合計

注 1 ) 平成 2 1 年 1 2 月 3 1 日 現在、 本制度に加入 してい る分娩機関数を示す。

注 2 ) 平成 2 1 年 1 2 月 3 1 日 現在、 登録されている児の数を示す。

表 4 - 1 - 2 地域別産科医療補償制度加入分娩機関数注め お よび登録児数注の

地域
登録数

分娩機関 児

北海道

東北

関東甲信越

東海北陸

近畿

中国四国

九州沖縄

合計

注 1 ) 平成 2 1 年 12 月 3 1 日 現在、 本制度に加入 してい る分娩機関数を示す。

注 2 ) 平成 2 1 年 1 2 月 3 1 日 現在、 登録されてい る児の数を示す。

‐ 24 -



-資料 館

再発防止報告書の参考と なるデータ 一覧

1 。 集計するデータの う ち国の統計資料が活用できるもの

曜 日別分娩件数

出生時間別件数

分娩週数卵J件数

分娩場所

出産時における妊産婦の年齢

妊産婦の身長

妊産婦の体重

女転董婦の BM I

妊産婦の飲酒およびD嗽亜の有無

既往分娩回数

胎児数

児娩出経鼈略

出生体重

新生児の性別

活用可能な国のデータ

0人 ロ動態綣忰議耗艮告

○人 ロ動態調査

○国民健康 ･ 栄養調査報告

○医療施設調査

2 。 参考と なるデータ と して 、 何 らかの指標を提示する項目

項 目 提示する指標

妊娠中の体重の増減 推奨体重増加量を提示

妊婦“蓮輌診受診状況 厚生労働省の通知に記載されている 、 女戟謝建

康診査の実施の望ま しい時期 と 回数を提示

経自室分娩における分娩所要時間 (全

分娩時間および分娩第 1 期)

標準的な時間を提示

経醐室分娩における分娩所要時間 粉>

娩第 2期)

標準的な時間を提示

出生時の発育状態 (LFD , 柾ゅ , 肝D) 児のパーセンタイルを示す指標である こ と を

提示

3 。 参考と なるデータ がない項目

集計表にある項 目 の う ち上記 1 . 2 以外の項 目 みごついては、 参考と なるデータがない。

しか し、 参考 と なるデータがない項 目 の集計結果も臨床的に有用であるため、 参考 と な

るデータがな く ても集計表を公潴そ してい く 。



l 資料 5 溝
再発防止報告書の参考 と なる データ

平成1 7年度 出生 l瀕する蕪計 (人□勘轆統計特殊報告)

第2- 孝義 出生数, 出生曜日 ･ 時間･ 出生の場所･ 年次別 - 平成 1 6年 -

注 ご 月~日 曜日 は祝日 ･ 年末年始を鯰く。 祝日 は国民の休日 l摘 する法律による。 年末年始 はげ1 ~び3, 1 2 /29~ 1 2 /3 1 。

- - . - - ･ 】 ‐ 総 数
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〔妊娠期間別 に み た 出生〕

〔L1ve b蛍ths by perlod of ge s tat1om

表 4 . 24 妊娠期間別 にみた年次別出生数及び百分率1 )
型ab1 e 4 24 Trends bn 1主ve b1rths and P ercent d1str1but1on by P enod of gestat1on ; J aPan

妊 娠 期 間

Pe亘o d o f ges t':At ion

1 980

昭和55年

19 85

60年

19 9 0

平成 2 年

1 995

7 年

2000

12年

20M

16年

2005

17年

200 6

1 8年

20 07

19年

2008

20年

総 数 Tot田

満22週未満

Und町 22 Co Inp 1 e t ed weeks
満2 2週~満23週

2 2 一 23 compLeted weeks
満笈週~満幻週

24一 27 のmP1e t ed weeks
満 28週~満3 1週

28一 3 1 comple顫d weeks
満32週~満35週

3 2 一 35 comp1e t ed w eeks
満3 6週~満39週

36 一 3 9 のmplet ed weeks
満船週以上

40 comp1et ed we eL郎 肛1d over
不 詳

Not sta t ed

(再掲)

餓e group ed)
早 期 Preter肛

満3 7週未満
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満28週未満
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28 一 31 compl e t ed weeks
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37一 41 cempLeted weeL田
過 期 POSキterm
満42週以上

42 comp l e t e d we ek s and ov er

総 数 To回

満2 2週未満

Under 2 2 eomplet ed w鮭幽
満22週~満第週
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満24週~満2 7週
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数 :
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5
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2 2 2 7

5 837
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60 8

64 006
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5 5 629

1 1 16 1 95
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分 率

100 ･ 0

Q o

0 ･ 0

0 . 2

0 . 5

2 . 1

5 9 . 5

3 77

5月

。"

0定

Number

1 110 72 1

5

408

2 455

5 327

23 7 1 3

666 933

4 1 1 4 3 7

. 443

62 9 36

2 8 68

5 32 7

54 741

1 040 547

6 795

Per c ent :

100 ･ 0

- 0 ･ 0

) 0 ･ 0

≧ - 0 2

3 0 5

L 24

5 60 . 1

7 3 7 . 1

4 5 ‐ 乍

2 0 . 【

5 0 . :

1 0 62 530

4

421

2 242

5 139

22 638

636 063

395 5 86

43 7

60 37 7

2 6 67

5 139

5 2 57 1

995 674

6 042

g e

100 0

0 ･ 0

0 ･ 0

0 . 2

0 , 5

a l

59 - 9

37 . 2

5 ‐ 7

0 . 3

0 ･ E

4主

9 3瀞

09 2 674

1 3

458

2 346

5 222

23 5 2 6

656 525

404 1 5 0

434

62 3 18

2 81 7

5 2 2 2

54 27 9

1 024 36 8

5 5 54

1 00 ‐ 0

0 0

0 ･ 0

0 . 2

0 . 5

2 . 2

6 0 . 1

37 . 0

5 . 7

03

0上

5 . (

9 3 裏

0 ･ E

089 8 1 8

9

438

2 422

5 281

23 545

6 59 170

398 567

386

6 3 1 1 3

2 86 9

5 2 8 1

54 963

1 0 2 1 2 75

5 044

100 ･ 0

0 ･ 0

0 ･ 0

0 . 2

0 5

2 . 2

60 E

郭上

5迄

0主

0 達

5 . (

9 3 ‐ ′

0｣

09 1 1 5 6

=

426

2 387

5 063

23 345

6 69 07 1

390 40 6

447

62 8 1 9

2 824

5 063

54 9 32

: 023 484

4 406

1 00 - 0

0 ･ 0

0 ･ ℃

O Z

0 ‐ E

2汀

6 1 寿

35 . l

5 . l

0 ･

0 ･

5 .

9 3 .

0 ･

4
T

R
U

Q
V

^
=
]

n
y

4 8 4

406

6 1 . 3

注 : 1 ) 妊娠期間不詳を除い た出生数に対す る 百分率で あ る 。

平成 2 0 年人 ロ 動態調査



( 1 8大都市再掲) ･ 出生の場所別にみた出生数

LNe b1rths by Place of deuv ery : JaPan ,
e ach prefecture and 1 8 major dties , 2 0 0 8

蹠
9

　
　
　　
　

表

平成20年
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母の年齢別 にみた年次出生数

･ 百分率 及び出生率 (女性人口千対)

rates (p er l , 00o females) by age of mother : Japan
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第 23 表 BMI の状況 ( 性 ･ 年齢階級別 )
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再掲) 7 0‐ 7 4歳 l 2 8 6 " 1 0 00 2 2 ; 7 7 1 8 6 - 6即 l 7 8 l 2 7 3

再掲 ) 万一霞歳 ; 2 4 8 ; 1 o o . o 2 8 ! n 3 1 4 7 i 5 93 I 7斑 2蜘再掲 ) 8 0‐8 4歳 l 5 3 i l o o o 1 9 i 1 2 4 9 8 ; 64 1 3 6 萎 2 3 . 5

再掲) 8 5歳以上 菱 9 5 l 1 0 0 0 2 2 : 2 3 . 2 6 1 l 64 . 2 l 1 2 萎 珍 . 6

注 ) 妊婦除外 BM軸と ま る 肥満の判定は下記 参照

平成 1 9 年国民健康 ･ 栄養調査報告

　 　
　 　 　 　　　　　

　　 　 　 　　　 　　　 　　　　 　　 　　　　　　　 　　

　　 　 　　　 　　　 　　 　　
霊女を も 2窃 饑藤丑 撻轤湘 牢 篝淺 を標準と 心 , 舵謎鉋編藍基準盡沈下畿痰ひと 髄 鵯 勢議

　　 　

鰹至 - 嬬 恋轤趨 l 隷蜜 蝋上 芝硼 素懲 - 鬱誠 鯛麩

平成 1 9 年国民健康 ･ 栄養調査報告 よ り 抜粋 f



第 94 表 喫煙の状況 ( 性 ･ 年齢階級別 )

現在習慣的 に喫煙し て い る 者 ;

こ 煮ま で合計 ミ 0 0 本以上又は 6ケ 月 以上た ばこ を 吸っ て い る ( 扱 っ て いた ) 者の う ち , ｢ こ の 1 ヶ 月 間 に毎 日又は と き ど き た ばこ を 扱っ て い る i と 回答
し た者

過去轡質的に啖煙し て いた 者

こ れま で 合計 1 0 0 本以上又は 6ヶ 月 以上た ばこ を 吸っ て いる ( 吸 っ て いた ) 者の う ち 、 ｢ こ の 1 ヶ 月 間 にた ばこ を 吸っ て いな い ｣ と 回答し た者
喫煙し な い者

｢ ま っ た く 吸っ た こ と が な い ｣ 又は ｢ 扱っ た こ と はあ る が , 合計 1 00 本未満で 6ヶ 月 未者封であ る ｣ と 回答 し た 者

平成 1 9 年国民健康 ･ 栄養調査報告

獺 賤0 鞭 鱸溝窩櫨蹄覇讓( 艫 劣 年齢諸繊麗》

喫煙の 状況

現在習慣的 に喫煙 し て いる 者

過 去習慣的に 喫煙し て いた 者

喫煙し な い者

紛. 数

離 弱 多 ! 整 l 簗 i 濯 ぐ 宴コ ネ驚 愕炎 襁 夕 “ 守 る総 泓8 隷 経 容
氾 3 7 畦 くり 〔 } i 1 5 5 ･ 条 贅 8 1 8 9 1 3 3 2 ] “ " 2 91 24 〕 6 3 1 6 2 8 ] 難 く5 3 5 9 ぬ7

3 5 2 7 ミ 1 0鴎 ! 3 2 4 : 1 0 0 5 7 0 該 薹 D O S 為 ' l o 0 6 5 2 1 0 0 6 Q 9 遜 ) 7 0 3 : 亘 0 0

女 罐 喫煙の 状況

現在鞆績約 に喫燻し て いる 者

過去習俄偽 に 喫煙し て いた 者

喫煙し な い者

4 5 7 至 1 1 U l G G 1 6 7 f l 1 8 " 1 72 1 1 2 : 1 7 9 6 9 8 3 5 8 ア3 3 3 ･ 3 7

5 1 ! 2 2 $ ! 7 9 = d 3 8 : 6 j 2 9 l 39 1 g 宅 2 4 2 5 ･ “

斜 72 l 8 3 8 I 鱒3 7 78 ! ′ 1 9 4 レ7 1 4 4 7 5 76 0 6 4 6 額1 月 7 1 8 . ← ) 0 3 8 3 1 ･ 9 35

g M 1 l 1 鍵 i 3 9 6 1 { 〕 0 ! 6 9 2 1 0 0 6 2 5 : 1 { 〕 { ) ? 4 4 : Km 話第 ー 1 飼 8 8 0 : 蟹鞘

総 数 喫煙の状況

魂在習濱的 に 啖嬢し て いる 諸

過去習 膿的 に喫煙し て いた者

喫煙し な い者

1 R 4 7 i 2 4 J 2 れ R6n ; 譫 6 . 3 4 5 2 9 4 柁9 鐺 汽 . 24 7 2gノ ー 1 9 2 1 6 5 鵬3

l 鋭 2 ‘ = 2 3 ? t 宝 鞏 1 4 3 , 跿3 1 m ･ 1 3 6 鞘9 1 M 3 2 2 8 ･ 1 $ 2 り 2 : 1 5 2
鰐鱒 龍 陀 7 ｢ 4 6 3 ; “ 3 i 6 8 3 : 5 ‘ i l 鯏 2 ･ 5 R5 8 5 2 : G ] O g m ! 6 5 5 1 1 9 〇 了 . 1 月

　 　 　 　 　　 　　　　 　 　 　　 　 　　
　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　総 数 76 6 8 - 1 { ) { " l “兎 } ･ 1 Q O 1 1 瀞 2 : = 〕 { ) 1 1 9 9

能 皺 謡窯艘 1 菟鱒 注翔 l l 靴 蜜再 1 l 館 家75 1 1槌. 蘇髄 l " 鰯 鰹竪 l l園 ぎ醇 1 ※鞠



〔 出産順位及び出生順位別に み た 出生〕

〔L1V e b 1rthS by b 1rth order 批1d l1V e b1rth order〕
1 ) 2 )

表 4 . 竹 出産順位 別にみた年次別出生数及び百分率

Tab1e 4 - 1 1 rFr end s 1n l 1ve b irths and P ercent d1stnbution by birth order : Japan

年 次

Year

総 数

Total

第 1 児

1st

第 2 児

2nd

第 3 児

3rd

第 4 児

4th

第 5 児~

5th amd over

不 詳

Not s観ted

1 94 7

5 5

60

65

70

75

80

8 5

90

95

9 6

9 7

98

9 9

20 00

0 1

0 2

03

04

05

06

0 7

0 8

1 9 47

5 5

60

6 5

70

75

80

8 5

90

95

9 6

9 7

98

99

2000

0 1

0 2

0 3

04

0 5

0 6

0 7

0 8

昭和22乙年

3 0

35

40

45

50

5 5

60

平成 2 年

7

8

9

1 0

1 1

1 2

13

14

1 5

16

1 7

18

19

20

昭和2 2年

30

35

40

45

50

5 5

6 0

平成 2 年

7

8

9

1 0

1 1

1 2

13

14

15

16

17

18

19

20

2 6 78 792

1 730 692

1 60 6 041

1 823 6 97

1 9 34 239

1 90 1 440

1 5 76 889

1 43 1 5 77

1 22 1 585

1 18 7 064

1 20 6 5 5 5

1 191 665

1 2 03 1 47

1 1 7 7 6 6 9

1 1 90 54 7

1 1 70 6 6 2

1 153 85 5

1 123 610

1 1 10 7 2 1

1 0 6 2 5 30

1 092 674

1 08 9 8 1 8

1 09 1 I 5 6

100 ･ 0

1 00 ･ 0

1 0 0 ･ 0

10 0 ･ 0

100 ･ 0

1 0 0 ･ 0

100 ･ 0

100 ･ 0

100 ･ 0

100 ･ 0

100 0

1 0 0 ･ 0

1 0 0 ･ 0

l 00 ･ 0

1 00 ･ 0

1 00 ･ 0

1 00 ･ 0

1 00 ･ 0

1 0 0 ･ 0

1 00 0

1 0 0 ･ 0

1 0 0 ･ 0

1 0 0 ･ 0

76 5 86 0

562 3 1 7

6 99 840

85 1 08 1

86 6 0 14

85 1 70 9

66 0 6 8 1

596 90 2

5 28 1 40

564 9 64

5 71 5 08

5 69 2 2 2

58 1 2 78

5 76 9 03

580 932

5 71 866

5 69 46 8

545 2 27

536 0 62

5 10 5 76

5 2 2 793

5 1 8 09 1

5 ↑ 6 09 7

28 . 6

32 . 5

43 - 6

46 . 7

44 . 8

“. 8

41 . 9

41 7

43 . 2

47 . 6

47 . 4

47 . 8

48 . 3

49 . 0

48 . 8

48 . 8

49 . 4

48 . 5

48 . 3

48 . 1

47 . 8

47 . 5

47 . 3

実

5 4 2 26 9

453 1 86

5 2 3 1 26

6 8 3 2 94

75 1 66 5

76 5 7 63

63 9 49 1

5 60 763

45 7 8 90

42 7 086

443 43 0

436 0 83

43 8 3 99

426 38 3

398 588

40 7 784

40 2 854

40 1 38 6

百 分

20 3

2 6 . 2

3 2 . 6

3 7 . 5

3 8 . 9

40 . 3

40 . 6

3 9 . 2

3 7 . 5

3 6 . O

3 6 . 8

36 . 6

3 6 . 4

36 . 2

36 . 4

36 5

36 4

3 7 . 2

3字 5

3 7 . 5

3 7 、 3

37 . O

3 6 . 8

数 Nmm◆

40 7 944

3 31 38 1

2 2 7 263

21 3 248

25 3 369

23 1 5 6 2

23 2 7 10

228 5 18

1 95 03 2

1 5 8 440

1 5 6 1 7 7

1 5 1 8 2 2

149 706

142 330

142 65 6

13 9 29 7

133 06 0

1 29 3 96

1 2 7 46 1

1 23 83 6

1 30 796

1 36 173

1 39 094

率 Per c en

1 5 . 2

1 9 . 1

14 ･ 2

1 1 ･ 7

1 3 . 1

12 . 2

1 4 8

1 6 . O

16 . O

1 3 . 3

1 2 . 9

1 2 . 7

1 2 . 4

1 2 . 1

12 . O

1 1 . 9

1 1 . 5

1 1 . 5

11 . 5

1 1 7

12 . O

1 2 . 5

1 2 . 7

er

305 5 2 1

1 98 28 7

84 2 19

49 5 55

45 456

3 7 9 76

3 3 5 29

35 463

3 2 5 1 1

28 9 17

2 7 853

2 7 1 18

26 47 2

24 8 10

25 7 6 6

25 146

23 993

23 58 6

23 3 88

2 2 653

24 03 0

25 043

26 6 1 7

age

1 1 . 4

1 1 . 5

5 . 2

2 . 7

2 . 4

a o

れ 1

2 . 5

2 . 7

れ 4

2 , 3

2 . 3

2 . 2

2 . 1

2 . 2

2 . 1

2 . 1

2 . 1

2 . 1

2 . 1

2 . 2

2 , 3

2 . 4

6 5 5 88 1

185 5 1 0

7 1 5 76

26 470

1 7 735

1 4 430

10 478

9 93 1

8 0 12

7 6 5 7

7 58 7

7 420

7 2 92

7 243

7 2 58

7 1 69

7 1 1 3

7 0 9 1

7 033

6 8 77

7 2 7 1

7 65 7

7 96 2

24 5

10 ･ 7

4 . 5

L 5

0 . 9

0 . 8

0 ･ 7

0 ･ 7

0 ･ 7

0 . 6

0 . 6

0 、 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 ‐ 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 ･ 7

0 ･ 7

0 ･ 7

1 3 1 7

1 1

1 7

49

注 は) 出産順位 と は、 同 じ母親が こ れま でに 出産 し た児の総数 (平成 6 年ま で は妊娠蔗20週以後、 平成 ? 年か ら 妊娠蒿22週以後の死産酷を含む 。 ) に っ い て数え た順序で あ る 。
2 ) 各仔次 に お け る 順位不詳を除い た 出生数に対す る百分率で あ る 。

平成 2 0 年人 口 動態調査



(複産の種類) 別分娩件数1 )表 4 37 都道府県別 にみた単産-複産 ( の種･ 別分

中ab1e 4 37 Del1ver1es by P1ural 1 ty o f b1rth (tyP e of pmral1ty)
each pr efecture , 20 0 8

　
　

　
…
三

　
　
　

娩
の

分
耽

別
胎

平成20年

親
心

髓
鞠

数件娩

呼

分
皿m別
房･跨

罐複
D-

産単

の数

囲恥

総 産
河鼬

単
齪

概
聽

▼d
]

複産の種類 型yPeofP1ural1ty
貯燧 児
幽

霊 四つ児Q1a澁uplem 五つ児Qmntuplets

道
森
手
城
田

形
島
城
木
馬

玉
葉
京
川
潟

山
川
汗

ー
阜
崗
知
重
賀

者
圀
底
虔
止

印
相
u
崑
に

薹
-

.
飽

由

鼾
奈

歌
児
事･噂

虱
国

北
青
岩
宮
秋

山
福
茨
栃
群

崎
千
束
神
新

富
石
福
山
長

岐
静
愛
三
滋

京
大
兵
奈
和

鳥
島
岡
広
山

徳
香
愛
高
福

佐
長
熊
大
宮

鹿
沖

m
ば

瀞
嚢

耽

全
m
館館M

篤
第07

08mm
口
吻13

14蜷
齢
野郎附

加
れ
銘第雑

第
2627第

2930
紅靴鞘

錐35
36
37第鵠

御
虹甥

槌“菊
鮪
館

外
不
撓

4ユ
ー▲^弐U4≠^Z

rb
^!-^!“^U

KY^!]
RU〔U

KU〔U
ハh〉

^X〕^さ
り“^M)^K〉

^6
1ムR)^×〕R)

(U
n汽〕^〆〉^=〉^M〕

^]〕“!
RUQV"ア

^ソ
ハb

"7･^"
nv

qv4,【7
4ユTb

R〉1ユ
ー^

鵺
鰡滋靴爛剱

鰐㈱栩細鰯
㈱蹴儀沸郁,概澗鱒%140

･艦鵜鰓鰓郷
襁離濶製靴

第芻篤鍋鰓
,躍臘鎚鰓071

888306610374419
663029

173
10

5
1
o
o
o
7

9
7
4
7
7

0
2
6
9
8

8
0
7
6
18

野
戦
れ
15
13

猩
"
“
的
7

4
5
7
5
1

5
8
1
5
7

7
2
6
0
0

5
7

4▲
-り

^Xvq)4▲4≠
rリ

ー▲rb
nvq〕

〔U
A)7‘n〕｢b

^U
R〕^M〕n〕^XU

.4▲?“-b
RY^Z-

R〕^Z
A〕代〕ワ,

R〕A〕7･7ーA〉
-O

^K)4▲^b
〔U

｢0
1{｢b

^M〉7･
RUn〉

‐リ
R〕

rリ
ーム^M〕^]〉7r

nvRU六〕R)1▲
RU1▲-O

R)Rv
qvn〕ワー7rq〉

n〉ハリ
ー▲41ワ"

R〕44ワーR〕^M〉
4ムrb

ハb
RU1▲

R)1ュn〉^5
^Z"

ハhv^Z
ワ‘ー▲^"

-b
-b

第
49
18
兜
91
73

02
60
斑
盤
野

“
u
螢
稍
33

87
第
榴
66
92

留
鸚
蜷
螂
物

税
簿
粥
62
94

42
部
“
錠
“

靴
簿
02
64
13

錠
即
応
19
92

館
椰

5
-

1
6

3
1

3
1
2
4
2

7
5
8
13
2

･
3
2
1
4
6

4
9
7
3

4
5
8
3
3

1
3
1
6
4

3
3
2
2
7

1
1
5

‐5
6
2

-

AU
-

-1▲
-

-
-

-
-

【
イユ

-14
-

-
-

-
-

-
QU

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
▲

-
-

-
-

-
-

-
-

-

14
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-ヤー

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
一

-
-

｣
-

-

注 : 1 ) 分娩件数 と は出産 (出生及び死産) を し た母の数で あ る 。

2) 総鰡敦に は死産の単産 ･ 板座の B府"詳を含む 。 平成 2 0 年人 ロ 動態調査



…搬癈臟 一般證鬘蔚

前工藤朝 , 擶 碗 に
鱸巍粋鬘 娩 壤 鰤 古 橇 橇

粋 鞭 割 昔
斌再議き {麩}

侑土期開 封 朧 に
諦巍件鰊 難 出 襁 茜 澁 番

沸こ 檄′ 割 書
(萬機} ‘鯰》

曾誓 空こ學非輻

難 出 襁
沸こ 檄

(萬機}

奢 巍 に
茜 澁 番
割 書

‘鯰》

m≠●*" 耕 燐

娩 壤 髄
粋 鞭

ば再議き

擶 碗 に
古 橇 瘢

議銃観 賞
鞠議}

瞬鼬巨護岸 に蛾皹藤

平.事 箋 箏 だ 鷺卦

鯛 ぜ 離さ

聽 癈 蝋燭

1 1 《 修 養銭瀞

脇 儀皹醗

灘 で 謎蛭き

羅騒 ぐ 覊》

癈鸚 熾誣藝

覊 3 巍藤誉

5 ,条 孃臟

識勲 議警 讃

詠蠅 幟軽襞

棍鮮 麗賤

ヰ砒 聽鰯疹

礒字 賤淺藝

覊 錢諺霧

5 賤8 1

7 淺隠撥

7 7陸 玉

鰡 篩穰錢

怠 鐵鞭撞

鬘 賤幽 霊

顫 蠅録費

観陸

乱 1 耽溺

1 誠 塞

1峯. 7

1 訊 蝨

國乳 鞭

鰄 丸 4

露乳 3

魂鬱 撞4護

詳蹴 離職

魂穢 哀鑓字

43 藤湊基

魂◎ 範蓼7

壗 1 義母蟇

暹獲 3戎7

魂裂 7窒護

翌 醐 童謎

淺 溌 露 識

3 麓皹才

砒 霊警薹

醜 5警 撻

犠‘ 雙議轉

6 箋 寢鱗

騙 醸議 登

鞄 脇

橇 謡

熱 1

鰍 鰯

漣 製 機

1 1 ‐ 蛾

ミ選. 麟

丸議 穣

平成 2 0 年医療施設 (静態 ･ 動態 ) 調査 ･ 病院報告
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年次別 にみた 出生数

･ 率 (人 口千対) ･ 出生性比及び合計特殊出生率

1ive b1rth rates (p er 1 , 00 o populat1on) , total fert111ty rates
b1rths : Japan

年 次 ] )

Year

出 生 数
Live bi 貫ths

出 生 率

(人口千対)

Live b宜士h rate

｢ Per 斗凹0 1

出 生 性 比

Sex rat1o o f

l 1v e b1瓦hs

の

合 計 特 殊
出 生 率

でotal

f enm i ty 4 Gもじ

総 数
中nfd

男 女

Fomd

1 9 5 5

56

57

5 8

5 9

196 0

6 1

6 2

6 3

64

6 5

66 ‐

6 7

6 8

69

1 970

71

72

73

74

75

76

7 7

78

79

1 9 80

8 1

8 2

8 3

84

8 5

8 6

8 7

88

89

19 9 0

9 1

92

93

94

95

9 6

97

98

99

2000

0 1

0 2

0 3

04

05

0 6

0 7

0 8

昭和30年
3 1

32

33

34

3 5

3 6

3 7

38

39

40

･ 41

42

43

“

45

46

47

48

49

50

5 1

5 2

53

64

5 5

56

5 7

58

5 9

60

6 1

6 2

6 3

平成元年

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

14

1 5

1 6

17

18

19

20

1 730 6 9 2

1 665 278

1 5 6 6 7 1 3

1 653 46 9

1 6 26 0 88

1 606 041

1 589 372

1 6 1 8 6 1 6

1 6 59 5 2 1

1 7 1 6 76 1

1 823 697

1 360 9 74

1 93 5 6 4 7

1 87 1 83 9

1 88 9 8 1 5

1 934 2 39

2 000 97 3

2 0 38 68 2

2 09 1 98 3

2 0 29 989

1 9 0 1 440

1 83 2 6 1 7

1 755 1 00

1 7 08 643

1 642 5 80

1 576 889

1 529 455

1 5 1 5 3 9 2

1 5 0 8 68 7

1 489 78 0

1 431 5 7 7

1 3 82 946

1 346 658

1 3 1 4 00 6

1 246 8 02

1 ‐ 2 2 1 5 8 5

1 2 23 245

1 20 8 989

1 188 28 2

1 238 3 28

1 1 8 7 064

1 20 6 55 5

1 1 9 1 66 5

1 203 14 7

1 1 77 6 69

1 1 90 547

1 1 70 66 2

1 1 5 3 85 5

1 123 6 1 0

1 1 10 72 1

1 0 6 2 53 0

1 09 2 6 74

1 089 8 1 8

1 09 1 1 56

889 6 7 0

8 56 084

80 5 2 20

848 733

83 5 8 2 2

824 76 1

81 7 59 9

833 26 9

852 56 1

88 2 9 24

935 36 6

705 463

9 92 7 78

9 6 7 9 96

9 7 7 68 7

1 0 00 403

1 0 3 2 9 3 7

1 05 1 3 8 9

1 0 77 5 1 7

1 046 538

979 09 1

943 82 9

903 380

8 7 9 149

845 8 84

8 1 1 418

786 5 96

7 7 7 85 5

7 75 20 6

7 64 59 7

735 284

7 1 1 30 1

6 92 304

6 74 883

640 506

62 6 9 71

6 28 6 1 5

6 2 2 136

- 6 10 244

6 3 5 9 1 5

608 547

6 19 793

6 10 905

6 1 7 414

604 7 6 9

6 1 2 1 48

600 9 18

5 9 2 840
5 76 73 6

56 9 5 5 9

545 032

5 60 43 9

5 5 9 847

5 59 5 1 3

84 1 0 22

8 09 1 94

76 1 49 3

80 4 736

790 266

78 1 28 0

7 71 773

785 347

806 9 60

833 83 7

888 331

6 55 5 1 1

94 2 86 9

903 843

9 12 1 28

9 33 8 3 6

968 0 3 6

987 293

1 0 14 466

98 3 45 1

9 2 2 349

8 88 7 88

85 1 720

8 2 9 494

79 6 69 6

76 5 47 1

742 85 9

73 7 537

7 33 48 1

725 1 83

69 6 29 3

6 71 645

6 54 3 54

639 1 2 3

60 6 296

5 94 6 14

5 94 630

58 6 85 3

5 78 038

6 02 41 3

5 78 5 1 7

586 76 2

58 0 76 0

585 733

5 72 9 00

5 78 3 9 9

56 9 744

56 1 0 15

546 8 74

541 1 6 2

5 1 7 49 8

532 235

5 2 9 9 7 1

53 1 G43

1 9 . 4

18 . 4

1 7 . 2

18 . O

1字 5

1 7 . 2

16 9

1 7 ･ 0

17 . 3

1 7 ･ 7

1 8 - 6

13 . 7

19 . 4

1 8 . 6

1 8 . 5

1 8 . 8

1 9 . 2

1 9 . 3

1 9 . 4

18 . 6

1 7 ･ 1

16 . 3

1 5 . 5

14 . 9

14 . 2

13 . 6

1 3 - O

1 2 - 8

1 2 . 7

1 2 . 5

1L 9

1 1 . 4

1 1 ･ 1

1 0 . 8

1 0 . 2

10 ･ 0

9 . 9

9 、 8

9 . 6

10 ･ 0

9 . 6

9 . 7

9 . 5

9 . 6

9 . 4

9 . 5

9 、 3

9 . 2

8 . 9

8 8

8 . 4

8 . 7

8 . 6

8 . 7

1 0 5 . 8

10 5 - 8

10 5 . 7

1 05 . 5

1 0 5 . 8

105 . 6

1 0 5 . 9

1 06 1

105 . 7

1 05 . 9

10 5 . 3

1 07 . 6

1 0 5 . 3

107 1

10 7 - 2

1 0 7 ･ 1

106 - 7

106 . 5

1 06 - 2

1 0 6 - 4

106 . 2

106 . 2

1 0 6 - 1

106 . 0

106 . 2

10 6 . 0

10 5 . 9

105 . 5

105 - 7

10 5 . 4

1 0 5 . 6

1 0 5 . 9

1 05 . 8

1 05 6

105 ‐ 6

1 0 5 . 4

1 0 5 . 7

106 . O

1 0 5 . 6

1 0 5 - 6

1 05 . 2

1 05 . 6

1 0 5 - 2

1 0 5 . 4

10 5 . 6

10 5 ‐ 8

1 05 、 5

1 0 5 . 7

10 5 . 5

1 05 . 2

1 0 5 . 3

1 0 5 . 3

1 0 5 . 6

1 06 . 2

2 . 3 7

2 . 2 2

a 0 4

2 . 11

2 . 04

2 . 0 0

1 . 96

1 . 9 8

2 0 0

2 . 0 5

2 . 14

1 5 8

2 . 23

2 . 1 3

2 . 1 3

2 . 1 3

2 . 1 6

2 . 1 4

2 . 14

2 . 0 5

1 ‐ 9 1

1 . 85

1 . 8 0

1 . 79

1 ･ 7 7

九 7 5

九 74

九 7 7

九 8 0

九 8 1

1 . 7 6

九 7 2

九 6 9

九 66

九 5 7

九 54

九 5 3

1 - 50

九 46

1 . 5 0

1 - 42

1 . 43

1 . 3 9

1 . 3 8

九 34

九 3 6

1 . 33

九 3 2

九 29

九 29

九 2 6

九 3 2

九 34

1 . 37

注 : 1 ) 昭和 L 9 ~2 1年は資料不足のた め省略 した 。 昭和 2 2~4 7年は沖縄県 を含ま ない。

2 ) 昭和元年 ･ 5年 ･ 1 0年の 出 生数の総教頭、 男女不詳が各 1 含まれて ぃ る 。 平成 2 0 年人 ロ 動態調査
3 ) 率算 出 に用 い た分母人 ロ ーは 日 本人人 口 で あ る 。
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周産期委員会

委 員 長 齋 藤 滋

常置委員会

1 . 周産期登録事業

小委員長 : 佐藤昌 司

委員 ; 塩崎有宏 , 住本和博, 竹 田善治 , 藤森敬也 宮下

2 . 周産期 にお け る 未承認薬の承認に むけての活動

小委員長 : 竹 田 省

委員 : 伊藤宏晃 , 海野信也 , 久保隆彦 , 小林隆夫, 齋藤

3 . 胎児機能不全診断基準 と その妥当性の検討委員会

小委員長 ; 池 田智明

委員 ; 岡井 祭 , 上妻志郎 , 鮫島 浩 , 千坂 泰, 松岡

進 , 室月 淳

滋 , 平松祐司 , 松田秀雄

降, 米田 哲

小委員会

L 早産の リ ス ク 因子の解明 と 具体的 な予防法確立に 関す る 小委員会

小委員長 : 齋藤 滋

委員 : 伊藤宏晃 , 大槻克文 , 金山 尚格 塩崎有宏 , 竹 田 省 , 秦 利之, 増崎英明

2 . 周産期救急医療体制の構築 と その対応 に関す る小委員会

小委員長 ; 海野信也

委員 : 池田智明 , 岡井 崇, 川端正清, 久保隆彦 , 小林隆夫, 中林正雄

3 . 新 し い妊婦健診体制に関す る小委員会

小委員長 ; 松田義雄 .

委員 : 上妻志郎 , 佐藤昌司 , 鮫島 浩, 千坂 泰, 中井章人, 平松祐司 , 水上尚典, 松原茂樹
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常置委員会

1 . 周産期登録事業

佐藤昌 司 1も 塩崎有宏2 ) , 住本和博" ,

竹 田善治4 ) , 藤森敬也5 ) , 宮下 進の ,

室月 淳の

P委員長 , 2 〕 委員 ]

周藤期統計 (200 8年)

1 . 調査対象 と 方法

対象 は登録 に 参加 し た 1 1 8施 設 (2007年 : 1 1 7施設)

に お い て , 2008年 に 出産 した妊娠22週以 降の70,082例

であ る . 調査項 目 は調査票の産科入力画面の記入項 目

であ る . 調査個票は フ ァ イ ル メ ー カ ー Pro を 用 い , 各

施設で直接入力 い ただいた さ ら に , 妊婦氏名 , ID ,

住所, 電話番号等の個人情報は消去 さ れる よ う に プ ロ

グ ラ ム し て回収 した . 未入力 あ る い は誤入力 は専門委

員 に よ っ て精度チ ェ ッ ク し修正 した も の を デー タ ベー

ス と した . 本デー タ ベース は個人情報が削除さ れた分

娩個票が統計解析 に寄与 で き る 状態で保管 さ れて お

り , 日 本産科婦人科学会の会員 であれば研究 目 的 を 明

ら か に し , 周産期委員会委員長 に 申 し込め ば こ のデー

タ を使用 で き る

調査結果は周 産期委員会で回収, 分析 し , そ の結果

は平成21年 1 月 29 日 開 催の 周 産期 委員 会で承認 さ れ

た .

2 . 登録施設

登録施設合計1 18施設, 施設区分内訳は大学病院71 ,

国 立病 院 (機構) 1 0 , 赤十字病 院 9 , そ の 他 の 病 院28で

あ っ た .

3 . 周 産期登録成績

1 ) 主要全体統計 (表 1 )

出 産数70P82 , 22週以降の死産数612 , 生産数69,470 ,

早期新生児死亡数216で あ っ た . 周産期死亡数は828で

あ っ た 本統計の 出産数70 ,082 は 同期 間 にお け る 我が

国全体 の 出 産 数 (妊娠22週以 降) 1 ,094 ,907の64%で あ

る が, 本統計にお け る周産期死亡数は我が国全体同期

間の周産期死亡数4,720の 17 .5 % と な る , こ の よ う に死

亡が集積する 原因 は例年同様, 参加施設が周産期 医療

の 2 次 ･ 3 次セ ン タ ーであ る た め と 考え ら れた .

2 ) 母体搬送の集計

有効回答数 (記載なし ･ 無効入力 を 除 く ) 70 ,0 82 中 ,

母体搬送は 1 0 ,82 1件であ り , う ち 緊急搬送は5 ,05 3 (有効

回答の72 % ) であ っ た

3 ) 妊娠回数 と 分娩回数

妊娠回 数に 関する 有効回答数69,772中 , 初妊は2638 1

( 3 7 ‐8 % ) , ま た , 分娩 回数に 関 す る 有効 回 答数6995 3

中 , 初産 は 36, 978 (529% ) であ っ た .

表 1 全体統計 (2008 年 )

全体 ~ 鸚g 即 ~ 芻g 1則g 以上 籤離乳. 22 ~ 27 週 28 週以降 藝識鷺な明し ‐
( a ) 出 産数 *

( b ) 生 産数

( c ) 死産数 (22 週以降)

( d ) 死 産率

( e ) 早期新生児死亡数

( f ) 早期新生児死亡率

( g ) 周産期死亡数

( h ) 周産期死亡比

( 1 ) 周 産期死亡率

( j ) 後期新生児死亡数

( k ) そ の他時期死亡数

( L ) 剖検数

(m) 剖検率

70 , 082

69 ,470

6 1 2

8 . 7

2 1 6

3 . 1

828

1 19

1 18

3 8

29

96

1 0 ･7

355 1 , 2 23 68 , 500 4

196 1 , 088 68, 1 82 4

1 59 13 5 3 1 8 0

447 . 9 1 1 0 . 4 46 0 . 0

28 59 1 29 0

142 , 9 542 L9 0 . 0

1 87 194 、 447 0
954 . 1 1 78 . 3 6 . 6 0. 0

526 .8 158 .6 6 . 5 0. 0

2 7 29 0

8 9 1 2 0

1 4 22 60 0

7. 1 1 05 1 2 . 3 0 . O

1 , 253 68 , 769 60

1 ,038 68 , 377 55

2 1 5 392 5

1 7 1 . 6 5 .7 833

86 129 1

82 -9 1 . 9 1 8 . 2

301 521 6

290 . 0 7 . 6 109 . 1

24〇2 7･6 100 . ○

1 0 28 0

1 5 1 3 1

37 58 1

u .9 1 0 .3 1 4 , 3

死産率 ( d ) = ( c ) / ( a ) x 1 , 000

早期新生児死亡率 ① = ( e ) / (b ) x 1 , 000

周産期死亡数 (g) = ( c ) + ( e )

周産期死亡比 (h ) = ( g ) / (b ) x LOOO

周産期死亡率 ① = ( g) / (a ) x 1 , 000

剖検率 (m ) = (L ) / @ 4 j 十 k) × 100

* : 明 ら かな誤入力 お よ び不良デー タ を 除い た採用 デー タ を 出 産数 と し , 他の統計値 も こ の母集団 を基 に算出 し た .



20 1 0年 8 月 報 告 15 1 5

9 9 1 4 5 200 2 2 1 2 68 3 2 0 3o3 3 7 8 42o 5 34 7 0 3 94 8

22 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 29 3 0 3 1 3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 40 4 1 4 2 43 〉=
44

図 1 分娩週数の分布

1 7 9 4 3

4 ) 分娩時母体年齢

有 効 回 答 数70P68中 , 1 4歳 以 下 : 5 , 1 5~ 19歳 :

776 , 20 ~ 24歳 : 5 ,704 , 25 ~ 29 歳 : 16 , 504 , 30 ~ 34

歳 : 2 5 ,7 24 , 35 ~ 39 歳 : 1 7 ,61 1 , 40 ~ 44歳 : 3 ,5 78 ,
45~49歳 : 1 37 , 50歳以上 : 29で あ っ た .

5) 不妊治療

有効回答数70,082中 , 6 ,804 ( 9 . 7 % ) が不妊治療に よ る

妊娠であ っ た . 排卵 誘発が1 ,95 1 , 体外受精3232 , A][H
1 ,296 , そ の他867 (重複回答あ り ) で あ っ た .

6 ) 分娩胎位

有効 回 答数70,08 1 中 , 頭 位64532 ( 921 % ) , 骨 盤 位
4,606 ( 6 -6 % ) , そ の他943 (L3 % ) で あ っ た -

7) 分娩方法

有効 回答数70. 08 1 中 , 自 然経膣分娩42,3 93 , 吸引分娩

3,37 3 , 鉗子分娩774 , 予定帝王切 開 1 2 ,5 1 2 , 緊急帝王切 開
L0,80 1 であ っ た

8) 帝王切開率

全体の帝王切開率 (予定 十 緊急 ) は33 .3 % で あ っ た .
9) 分娩週数 ･

有効 回答数70,0 25中 の分娩週数を 図 1 に ヒ ス ト グ ラ
ム で示す .

1 0 ) 出 産体重

有効回答数70,040中 の 出産体重別分娩数を 図 2 に示
す .

1 1 ) 性別

有 効 回 答 数70,08 2 中 , 男 " 35 , 98 2 , 女 33 ,953 , 不 詳

147で あ っ た .

1 2 ) 分娩時出血量

有効 回 答数69,208中 , 分娩 時 出 血 量 は0~499g
37 , 16 1 , 500 ~ 999 g : 2 0 ,06 1 , 1 ,000~ 1 ,499g : 7 , 1 84 ,

1 ,50 0~ L999 g : 2 , 676 , 2 , 0 00~ 2,499g : 1 ,035 , 2 ,50 0~

2,9 99g 490 , 3 ,ooog 以上 ; 60 1 で あ っ た . Looog 以上の

出血は全体の17.3 % , 1 ,5 00g 以上の出血は69% 2,000
g 以上 は3. 1 % , 3 ,ooog 以上は0‐9 % で あ っ た .

1 3 ) 誘発促進分娩の有無

有 効 回 答 数70P82中 , 誘 発 促 進 分 娩 は1 5770件
(22 .5 % ) であ っ た

14) 分娩時 CTG 異常の有無 と 異常の種類

有効 回答数70,08回コ , 異 常 あ り は 15 ,8 73 (22 . 6 % ) で

あ っ た CTG 異常の種類は , 早発一過性徐脈 : 2 ,64九
軽度変動一過性徐脈 : 6 , 942 , 基線細変動の消失 436 ,
持続性類脈 : 3 1 2 , 遅発一過性徐脈 江 ,784 , 高度変動-
過性徐脈 : 3 , 960 , 遷延性徐脈 " 1 ,502 (重複あ り ) , そ の
他の異常所見1 , 1 37であ っ た

15 ) 母体疾患

有効回答数70,080中 , 母体疾患は 19,974例 (28 .5 % ) に
合併 した

16 ) 妊娠合併症

有効 回 答数69,692中 , 妊娠合併症 あ り は 39鎖2例
( 5 6 .0 % ) で あ っ た

17 ) 母体死亡

母体死亡は 9 例であ っ た 死亡原因 は , く も 膜下出
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図 2 出 産体重の分布

血, DIC が各々 2“= , 妊娠高血圧症候群 (子癇 ) , 気道閉

塞, 羊水墓栓, 脳 出血, 敗血症が各々 1例であ っ た ‐

1 8 ) 単脂 ･ 多胎

‐ 有効回答数70,082 ( 出 産児数) 中 , 単胎 64,57 6例 , 双胎

5 ,3 52例 ( 2 ,6 76組 ) , 品胎 1 50例 ( 50組) , 要胎 4 例 ( 1 組 ) で

あ っ た .

4 . 周 産期死亡統計

1 ) 主要臨床死因別統計

周産期死亡の主要臨床死因別統計は , 妊娠高血圧症

候群, 母体疾患 , 前置胎盤 , 常位胎盤早期剥離 , そ の

他の胎盤異常, 臍帯の異常, 胎位 川合勢 ･ 回旋の異常,

以上に含 ま れな い新生児呼吸障害, 以上に含 ま れな い

胎児 ･ 新生児低酸素症, 以上に含 ま れな い胎児 ･ 新生

児損傷 , 以上 に含ま れな い低出産体重, 奇形 , 胎児 ･

新生児の溶血性疾患 , 周産期の感染, 多胎妊娠 ･ 双胎

間輸血症候群 , 非免疫性胎児水踵, そ の他 (不明 を含む )

の 17死因 と した 以上の主要死因別 に死因別死亡数,

全死亡数に対する 割合, 死産数 早期新生児死亡数,

出生体重別死亡数 (~499g 500~999g , Looog 以上 ) ,

分娩週数別死亡数 (22~27週, 28週以降) を表 2 に示 し

た .

2 ) 登録施設別周産期統計

1 18登録施設ご と の出産数, 死産数 生産数, 早期新

生児死亡数, 死産率, 早期新生児死亡率, 周産期死亡

数, 周産期死亡比 , 周産期死亡率 , 剖検数, 剖検率を

検討 し た .

5 . 周 産期登録の現状

全出産登録方式に よ る デー タ ベース 集計を 開始 して

7 年 目 と な る 例年 , 登録出産数は本邦にお け る 全出産

数の5~6% , 周産期死亡数は本邦の全周産期死亡数の

1 5~ 20% と , 本登録が高次病院にお け る ハ イ リ ス ク 妊

娠分娩例 を多 く 包含 した母集団 と な っ て いる

本デー タ ベー ス は 日 本産科婦人科学会の会員 で本事

業に登録し てい る 施設の構成員 であ れば, 周産期委員

会委員長 に学術 目 的 に使用す る 旨 申 し 出 て許可 を得 る

こ と に よ り 使用す る こ と がで き る . 200 1 ~ 2008年 の 間

に臨床研究への利用 を 目 的 と し た蓄積デー タ の利用 申

請が計37件寄せ ら れ, 許可が得 ら れてい る . 本邦 にお

いて高次周産期施設の全分娩に関する 周産期情報が蓄

積 さ れてい る デー タ ベース は他に無い も のであ り , 今

後 も 引 き 続 き 多方面か ら の解析研究や デー タ の引用 を

期待する と と も に , 発表 ･ 投稿業績 を委員会に報告 し

て いただ く こ と で本デー タ ベース の医学的 ネ土会的意

義を 高め て い た だけ るよ う 期待す る . 一方で, 全出産

登録の宿命 と して , 分娩数あ る い はハ イ リ ス ク 妊娠の

集中する 高次医療施設ほ ど煩雑な入力作業 と な る . 本
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表 2 主要臨床死因別統計

主要臨床死因
早期 後期 新生児

聽艘 % 死産数 新生児 新生児 鰯以降
死亡数 死亡数 死亡数 ~ 499湯鶏封 櫻空

22 ~ 28週

27 週 以降
週数不明 ･

記載な し

( 1 ) 妊娠高血圧症候群

( 2 ) 母体疾患

( 3 ) 前置胎盤

(4) 常位胎盤早期剥離

( 5 ) そ の他の胎盤異常

( 6 ) 臍帯の異常

( 7 ) 胎位 . 胎勢 ･ 回旋 の異常

( 8 ) 以 回こ含 ま れな い新生児呼吸障害

(9 ) 以上に含ま れない胎児 ･ 新生児低酸
素症

( 1 0 ) 以上に含ま れない胎児 ･ 新生児損傷

( 1 1 ) 以上に含ま れな い低出産体重

( 12 ) 奇形

( 1 3 ) 胎児 ･ 新生児の溶血性疾患

( 14) 周産期 の感染

( 15) 多胎妊娠 . 双胎 間輸血症候群

( 16 ) 非免疫性胎児水踵

( 1 7 ) そ の他 ･ 不明

4 0 .4% 3 1 0 0

4 0 .4% 4 0 、 0 0

1 0 ･ 1 % 1 0 0 0

88 9 .8% 83 3 0 1

47 52% 44 2 0 1

74 82% 72 l o o

l o ･ 1 % 1 0 0 0

29 3 . 2% 1 24 2 2

17 1 , 9% 6 8 2 1

4 0 . 4% 1 2 1 0

65 7 2% 28 25 3 7

241 26. 7% 1 1 5 1 00 19 7

2 02% 1 0 1 0

33 3 . 7% 1 2 1 7 2 2

56 6 . 2% 40 1 1 3 2

35 39% 25 9 0 1

20 1 223% 1 75 1 3 5 5

2 2 0

0 3 1

0 1 0

3 1 0 75

26 5 16

1 3 22 39

0 1 0

8 1 1 1 0

2 7 8

0 2 2

26 32 7

22 29 1 90

1 0 1

4 24 5

3 8 1 3 5

0 1 0 2 5

瓢 39 1 08

3 1

2 1

1 0

1 1 76

22 25

29 46

1 0

l 9 1 0

9 7

2 2

54 10

34 206

1 1

27 6

28 28

1 7 18

69 1 3 1

0

1

0

′ 1

0

0

0

0

1

0

1

1

0

0

0

0

1

合計 902 1 00 . 0% 6 1 2 2 1 6 38 29 1 99 21 1 492 329 567 6

登録業務が各施設の 自発的 な参加意志 に よ っ て継続 さ

れてい る こ と を鑑みれば, 上述 した会員 の デー タ 使用

に 関す る 窓口 を持たせる 一方で , 個々 の登録参加施設

に対 して周産期専門施設 と し て認証 さ れ る べ く 広報面

あ る い は資格面か ら 早急 に何 ら かの メ リ ッ ト を 設定す

る 必要があ る .

ま た , 本デー タ ベース 開始後 10年余 と な り , こ の 間

に諸種の疾患基準あ る い は判定基準が変更さ れ, 現在

の臨床の実態 にそ ぐわ な い入力項 目 も 出 て き てい る こ

と か ら , デー タ ベース 内容の改変に 向 けての取 り 組み

も 開始 した い .


